
冬
季
防
災
訓
練（
ウ
イ
ン
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー 

２
０
１
４
）

  

２
月
23
日
、
横
手
市
冬
季
防
災

訓
練
が
増
田
町
狙
半
内
地
区
で
行

わ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
団
、
自
治
会
、
通
信
事
業
者
な

ど
関
係
機
関
か
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
秋
田
県
内
陸
南
部
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
１
の
地
震

が
発
生
し
、
狙
半
内
地
区
の
火
石

田
、
上
畑
、
滝
ノ
下
集
落
を
結
ぶ

唯
一
の
市
道
が
寸
断
さ
れ
３
集
落

が
孤
立
し
た
と
の
想
定
の
も
と
、

現
地
対
策
本
部
の
設
置
・
運
営
や

負
傷
者
の
救
助
・
搬
送
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

火
石
田
集
落
で
は
、
消
防
団
員

と
自
治
会
の
役
員
ら
が
安
否
確
認

を
行
い
、
負
傷
者
の
救
助
と
物
資

な
ど
の
手
配
を
衛
星
携
帯
電
話
で

現
地
対
策
本
部
に
要
請
。
本
部
で

は
連
絡
を
受
け
、
自
衛
隊
員
が
ス

キ
ー
で
災
害
箇
所
を
迂
回
し
て
集

落
に
向
か
い
、
負
傷
者
を
引
き
継

ぎ
、
救
助
用
の
ソ
リ
に
乗
せ
搬
送

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
情
報
収
集

と
伝
達
、
防
災
機
関
と
自
治
会
の

連
携
に
重
点
を
置
き
、
各
機
関
の

活
動
手
順
や
能
力
等
を
確
認
し
、

救
助
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
を
把

握
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
冬
季
の
災
害
対

策
に
特
化
し
た
防
災
計
画
を
策
定

し
、
積
雪
時
の
防
災
・
減
災
に
万

全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

積
雪
時
の
震
災
を
想
定
し
連
携
確
認１_集落内の安否確認を行い負傷者を救助する消防団員　２_集落からの救助要請を受け、関係機関に指示を出す現地

対策本部の様子　３_訓練の様子はスマートフォンや警察の通信機器を使って随時、現地対策本部に中継　４・５_消
防団員から負傷者を引き継ぎ、救助用のソリに乗せ雪中搬送する自衛隊員

３３

４４

２２
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今後のまちづくりを考える

横手市地域づくり協議会 平成25年度委員全体研修会 

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
平
成
25
年

度
委
員
全
体
研
修
会
が
３
月
１
日
、

浅
舞
公
民
館
で
行
わ
れ
、
各
地
域
の

地
域
づ
く
り
協
議
会
委
員
ら
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
髙
橋
市
長
が
「
地
域
の
誇

れ
る
資
源
の
情
報
を
発
信
す
る
と
同

時
に
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
知
恵
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

第
１
部
で
は
、
今
年
度
で
終
了
す
る

平
成
23
年
度
か
ら
の
第
一
期
地
域
づ

く
り
計
画
の
実
施
内
容
を
、
各
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
会
長
が
振
り
返

り
、
あ
わ
せ
て
第
二
期
計
画
の
概
要

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
齊
藤

純
子
会
長
は
「
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
防
災
時
の
対
応
な
ど
か
ら
、
共
助

の
組
織
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
期
計
画

に
向
け
て
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
大
森
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
伊
藤
英
幸
会
長
は
「
地
域

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
重

要
だ
が
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
住
民

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
支
援
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
体
制
が
理
想
」
と
提
言

し
ま
し
た
。

　

第
２
部
と
し
て
、
髙
橋
市
長
と
委

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
会
場

か
ら
は
「
住
民
に
身
近
な
地
区
会
議

と
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
の
連
携
が

必
要
」
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
一

部
の
ハ
ー
ド
事
業
は
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
よ
り
市
が
計
画
し
た
方
が
効

率
的
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
髙
橋
市
長
は
「
地
域
の
要
望
に

早
急
に
対
応
で
き
る
ハ
ー
ド
事
業
の

実
施
の
方
法
を
３
月
議
会
に
諮
っ
て

い
る
。
ほ
か
に
過
疎
化
、
少
子
化
な

ど
の
地
域
の
課
題
も
あ
る
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
解
決
に
向
け
た
努
力
を
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
で
第
二
期
の
地
域

づ
く
り
協
議
会
委
員
の
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
28

年
度
ま
で
の
第
二
期
地
域
づ
く
り
計

画
は
、
新
し
い
委
員
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2014『食と農』フォーラムin横手

豊かな食文化を広く発信する
　

今
年
10
月
４
日
か
ら
11
月
３
日
ま

で
行
わ
れ
る
『
第
29
回
国
民
文
化

祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
』
の
横
手
市

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
『
２
０
１
４

「
食
と
農
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
横
手
』

が
２
月
23
日
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
８
０
人
の

参
加
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
事
業
を
行

っ
て
い
る
『
食
と
農
』
チ
ー
ム
・
プ

ラ
ス
Ｙ
の
優
良
取
組
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
横
手
明
峰
中
学
校
、
増
田
中

学
校
、
浅
舞
小
学
校
、
山
内
に
ん
じ

ん
生
産
者
の
会
、
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

＆
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
紅
玉
、
た
い
ゆ
う

保
育
園
が
優
良
賞
を
受
賞
。
ま
た
、

特
別
賞
が
長
崎
宏
子
さ
ん
（
東
京
都

在
住
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
良
取
組
者
の
う
ち
、
横
手
明
峰

中
学
校
の
２
年
生
３
人
が
シ
シ
リ
ア

ン
ル
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
調
べ
た
内
容

を
発
表
。
山
内
に
ん
じ
ん
生
産
者
の

会
会
長
の
石
沢
英
夫
さ
ん
も
生
産
の

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
『
ス
ロ
ー
な
未

来
へ
〜
地
域
食
材
が
育
む
豊
か
な
横

手
』
と
題
し
て
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
島
村
菜
津
氏
が
イ
タ
リ
ア
各

地
の
食
文
化
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

説
明
。
「
食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
反
面
、
地
方
の
風
土
や
人

間
関
係
を
大
切
に
し
た
食
の
あ
り
方

も
重
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
『
イ
タ
リ
ア
の
食

を
つ
ま
み
食
い
』
と
題
し
て
イ
タ
リ

ア
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
家
庭

料
理
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
『
横
手
の
食
を
未
来
へ
』

を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
島
村
氏
の
ほ
か
に
、
横
手
の
食

文
化
に
詳
し
い
女
性
4
人
が
意
見
を

交
換
。
「
発
酵
食
に
代
表
さ
れ
る
横

手
の
食
文
化
や
、
家
庭
に
お
け
る
伝

統
食
の
豊
か
さ
な
ど
の
魅
力
を
、
次

の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
横
手
の
食
の
豊
か

さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

イタリアでの経験をもとに話す島村氏（円内）と
横手の食についてのトークショーの様子

講演を行う、堀田幸作氏

トマト料理を試食をする参加者お茶の商品開発に向けた活動発表を行う増田高校生

地域づくりについて話し合われた研修会。地域づ
くりへの熱意を話す髙橋市長

地域づくり協議会委員か
らも意見が出される

第24回横手市増田地域農業活性化講演会

消費者は感動を求めている
　

２
月
21
日
、
地
域
農
業
の
方
向
性

を
探
る
、
横
手
市
増
田
地
域
農
業
活

性
化
講
演
会
が
、
増
田
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
第
44
回
東
北
農
村
青
年

会
議
の
意
見
発
表
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
、
横
手
市
農
業
近
代
化
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
小
松
谷
正
樹
さ
ん
が
、
横

手
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

の
講
習
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
「
農
業
の
未
来
を
語
り
合
え
る

仲
間
の
輪
が
広
が
り
、
今
後
の
姿
が

見
え
て
き
た
。
農
業
に
携
わ
る
喜
び

を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
に
も
誇
り
を
持
っ
て
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
家
の
こ

せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
全
国
の

若
手
農
業
者
や
就
農
支
援
の
た
め
に

設
置
し
た
、
農
業
実
験
レ
ス
ト
ラ
ン

『
六
本
木
農
園
』
の
初
代
園
長
で
、

現
在
、
生
産
者
と
シ
ェ
フ
を
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
ｔ
ａ

ｓ
ｏ
ｂ
ｉ
（
た
そ
び
）
代
表
の
堀
田

幸
作
氏
が
『
田
畑
の
未
来
は
、
他
端

と
造
る
』
と
題
し
て
講
演
。
ネ
ギ
ボ

ウ
ズ
の
天
ぷ
ら

や
、
花
び
ら
を

飾
っ
た
料
理
の

提
供
方
法
な
ど

を
紹
介
し
な
が

ら
「
レ
ス
ト
ラ

ン
に
来
る
お
客

さ
ん
は
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る

だ
け
で
は
な
く
、
感
動
や
新
た
な
発

見
を
求
め
て
い
る
。『
日
本
一
の
生

産
量
』
と
い
っ
た
情
報
だ
け
で
は
お

客
さ
ん
の
記
憶
に
は
残
ら
な
い
。
心

や
頭
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
情
報

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
所
に
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
増
田
高
校
農
業
科
学
科
の

生
徒
が
『
地
域
に
香
れ 

増
香
茶
』

と
題
し
て
、
学
校
田
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
朝
紫
を
使
っ
た
、
お
茶
の
商
品

開
発
に
向
け
た
活
動
や
、
全
国
学
校

給
食
甲
子
園
で
特
選
を
受
賞
し
た
、

増
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
方
向
性
を
考
え
る
上

で
の
市
場
ニ
ー
ズ
や
ヒ
ン
ト
が
示
さ

れ
、
生
産
者
を
元
気
づ
け
る
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

た
は
た

十文字地域づくり協議会主催『農業講演会』

新たな十文字型農業をめざして
　

３
月
３
日
、
十
文
字
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
十
文
字
型
農
業
の
推
進
を
目

的
と
し
た
農
業
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
規
事
業
の
構
築
な
ど
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
て
い
る
河
辺
よ
し
ろ
う
氏

（
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

代
表
取
締
役
）が『
市
場
で
売
れ
る
商

品
に
す
る
た
め
の
仕
立
て
方
』
と
題

し
て
講
演
。
河
辺
氏
は
、
商
品
戦
略

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
「
人
口
が
減

少
す
る
中
、
薄
利
多
売
に
は
限
界
が

あ
る
。
商
品
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を

見
極
め
、
商
品
が
武
器
と
な
る
よ
う

な
開
発
力
が
必
要
で
、
い
か
に
リ
ピ

ー
ト
し
て
も
ら
え
る
か
が
重
要
だ
。

農
業
は
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
業
界
。
そ
れ

を
生
か
し
た
商
品
作
り
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
21
世
紀
に
生
き
残
る
強
い

農
家
の
秘
訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
農
家
の
未
来
を
考
え
、

真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

横手市景観まちづくり委員会認定式 

豊かな自然と歴史を守ろう
　

２
月
20
日
、
横
手
市
景
観
条
例
に

基
づ
く
景
観
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

認
定
式
が
横
手
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
認
定
を
受
け
た
の
は
、
横
手
市

景
観
計
画
で
景
観
重
点
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
羽
黒
町
・
上
内
町
地
区

（
横
手
地
域
）
を
活
動
区
域
と
す
る

『
羽
黒
町
・
上
内
町
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
』
で
す
。
認
定
式
で
は
、

髙
橋
市
長
か
ら
神
尾
光
一
会
長
へ
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
に
策
定
し
た

横
手
市
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
景
観
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
組
織
の

設
立
と
、
そ
の
活
動
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
が
認
定
第
１

号
と
な
り
ま
す
。

羽黒町・上内町地区まちづくり委員会の皆さんと髙橋市長 河辺氏の講演を熱心に聞く参加者
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市政情報便  市役所からのお知らせ

募　集ＨＰページ番号／000002865
　

市
の
広
報
活
動
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

平
成
26
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

◆
モ
ニ
タ
ー
の
業
務
／

①
市
報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

つ
い
て
、
年
４
回
の
ア
ン
ケ
ー

　

ト
調
査
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま

　

す
。

②
市
報
や
広
聴
活
動
に
対
す
る
意

　

見
や
感
想
な
ど
を
調
査
用
紙
に

　

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
年
２
回
以
上

◆
募
集
人
数
／
若
干
名

◆
募
集
対
象
／
満
18
歳
以
上
の
横

　

手
市
民
（
高
校
生
を
除
く
）

◆
応
募
方
法
／
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

　

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番  

　

号
と
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程

　

度
）
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ

　

ク
ス
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
所
定
事
項

　

を
記
載
し
て
い
れ
ば
任
意
の
用

　

紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
限
／
４
月
４
日（
金
）　

　

必
着

※
書
類
選
考
し
、
結
果
を
４
月
下

　

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
先
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　

市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
広
報
・

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当

   

☎
３
５
‐
２
１
６
２

　
　

３
３
‐
６
０
６
１

平
成
26
年
度 

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／

＊【
診
療
放
射
線
技
師（
嘱
託
職
員
）】

　

１
名

◆
資
格
／
診
療
放
射
線
技
師
の
免

　

許
を
有
す
る
方

◆
待
遇
／
給
与
１
４
７
，
７
０
０

　

円
（
月
給
）、
賞
与
１
・
５
カ

　

月
分
（
年
２
回
）

※

試
用
期
間
３
カ
月
（
試
用
期
間

　

中
は
、
時
給
１
，
２
５
０
円
）

◆
勤
務
時
間
／
①
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分
、
②
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分
（
週

　

１
回
）※

休
日
は
土
・
日
、
祝

　

日
、
年
末
年
始

◆
社
会
保
険
等
／
雇
用
保
険
・
労

　

災
保
険
・
健
康
保
険
・
厚
生
年

　

金
あ
り

◆
応
募
方
法
／
電
話
連
絡
の
上
、

　

履
歴
書
を
市
立
横
手
病
院
に
郵

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考

　

後
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
応
募
先
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
２

　

横
手
市
根
岸
町
５
番
31
号

   

市
立
横
手
病
院
総
務
課

　

☎
３
２
‐
５
０
０
１

横
手
病
院 

診
療
放
射
線
技
師（
嘱
託
職
員
）募
集

ＨＰページ番号／000017785 募  集

■２月定例教育委員会の審議内容（２月17日）
◎平成26年度教育方針
◎横手市いじめ対策委員会設置条例に関する意見の申出
　　いじめ防止対策推進法の施行に伴い、横手市いじめ
　対策委員会設置条例を制定するため
◎工事請負契約の締結に関する意見の申出
　　大雄地区小学校統合事業田根森小学校増築・改修
　工事請負契約の締結について

教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　 32-2402　問合せ 教育総務課 　 32-2402●

２月
ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

　戦没者の遺族や戦傷病者の福祉の増進を図るために、
相談員制度を設けています。市では３人の方が委嘱を受
けて相談に対応しています。
◆戦没者遺族相談員／
　戦没者遺族の援護の相談に応じ、必要な助言を行いま
　す。　
　≪業務≫
　戦没者遺族に係る各種年金、給付金等の受給に関す
　ることや、生活上の問題に関する相談を受け付けます。
　≪横手市担当相談員≫
　後藤立身（雄物川） ☎23-1128
　齋藤松四郎（十文字） ☎44-5368
◆戦傷病者相談員／
　戦傷病者の相談に応じ、必要な助言を行います。
　≪業務≫
　戦傷病者に係る各種年金、給付金等の受給に関するこ
　とや生活上の問題に関する相談を受け付けます。
　≪横手市、湯沢市、雄勝郡担当相談員≫
　土田祐輝（横手） ☎38-2645
◆問合せ／市健康福祉部社会福祉課（横手庁舎内） 
　　　　　☎35-2132

戦没者遺族・戦傷病者相談員戦没者遺族・戦傷病者相談員

　毎年３月下旬頃から引っ越しや冬囲いの片づけなどで、
家庭から一時的に出されるごみは、各環境保全センターで
受け入れています。直接搬入される場合は、種類ごとにま
とめて搬入してください。
◆受入日／月曜日～金曜日、毎月第３日曜日　
◆受入時間／午前８時30分～午後４時30分
※例年４月、５月の第３日曜日や月曜日は大変混雑しますの
　で、月曜日以外の平日の利用をお勧めします。
※４/29、５/５、５/６の祝日は、受け入れを行います。
◆各保全センターの連絡先／
　東部環境保全センター ☎33-3996
　南部環境保全センター ☎42-1403
   西部環境保全センター ☎26-2108
◆問合せ／市市民生活部生活環境課（横手庁舎内） 
　　　　　☎35-2184

ごみの搬入についてのお願いごみの搬入についてのお願い

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

第42回医療功労賞に小野大森病院長 

長年にわたる功績に栄誉
　
『
第
42
回
医
療
功
労
賞
』（
読
売
新

聞
社
主
催
）
の
県
表
彰
式
が
２
月
10

日
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
地
域
医
療

に
献
身
的
に
携
わ
っ
て
き
た
功
績
が

顕
著
だ
と
し
て
、
市
立
大
森
病
院
の

小
野
剛
院
長
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
野
院
長
は
、
長
年
に
わ
た
り
過

疎
・
豪
雪
地
域
で
の
医
療
現
場
に
従

事
し
、
大
森
病
院
に
勤
務
し
て
17
年

に
な
り
ま
す
。
訪
問
診
療
に
積
極
的

に
取
り
組
む
な
ど
在
宅
医
療
の
充
実

に
尽
力
し
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
を

連
携
さ
せ
た
地
域
ケ
ア
体
制
の
実
現

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
小
野
院
長

は
「
横
手
は
、
医
師
会
や
行
政
な
ど

が
協
力
し
合
い
、
県
内
で
も
地
域
ケ

ア
体
制
の
構
築
で
は
ト
ッ
プ
を
走
る

地
域
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
体
制
で
地

域
に
暮
ら
す
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
、

そ
れ
が
介
護
予
防
・
医
療
費
の
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
が
目
標
」
と
今
後

の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『元気なふるさと秋田づくり』顕彰 

地域づくりの実践者を表彰
　

２
月
14
日
、
平
成
25
年
度
県
平
鹿

地
域
振
興
局
『
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋

田
づ
く
り
』
顕
彰
事
業
表
彰
式
が
県

南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
３

団
体
１
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
主
体
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
を
実
践
者
と
し
て
表
彰
し
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
林
健
悦
さ
ん
（
十
文
字
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
老
人
福
祉
施
設
、
地
区
交

流
会
な
ど
に
出
向
き
『
白
鳥
健
太

郎
』
の
芸
名
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

を
行
い
住
民
に
元
気
を
与
え
て
い
る
）

◎
お
は
な
し
大
す
き
の
会
（
黒
沢
光

枝
代
表
・
横
手
図
書
館
を
中
心
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
人
形

劇
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、
会
の
結
成
20
年
と
な
る
）

◎
木
下
ふ
れ
あ
い
隊
（
菊
地
幸
男
隊

長
・
『
継
続
は
力
な
り
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
健
康
講
話
や
ら
く
ら
く
体
操
、

地
域
で
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
買

い
物
支
援
活
動
な
ど
を
実
施
）

◎
チ
ー
ム
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
（
永
沢

豊
事
務
局
長
・『
若
者
の
視
点
で
考

え
、
行
動
し
、
地
域
活
性
化
や
社
会

貢
献
を
目
的
に
活
動
』
を
理
念
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
）

それぞれの役割に応じた協力体制が地域ケ
アを確かなものにすると語る小野院長

横手市手話奉仕員養成基礎講座修了式 

広げようコミュニケーション
　

２
月
18
日
、
横
手
市
手
話
奉
仕
員

養
成
基
礎
講
座
の
修
了
式
が
Ｙ
ぷ
ら

ざ
で
行
わ
れ
、
15
人
の
受
講
者
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
の
普
及
に
よ

り
聴
覚
障
が
い
者
を
地
域
で
支
え
る

人
を
増
や
し
、
障
が
い
者
福
祉
の
向

上
と
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
９
月
か
ら
の
基
礎
講
座
で
は
、

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
聴
力
障
害
者

協
会
県
南
支
部
の
高
橋
圭
治
支
部
長

が
講
師
と
な
り
、
毎
週
１
回
全
23
回

の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
養
成
講

座
を
修
了
し
た
受
講
者
は
、
一
人
ひ

と
り
が
全
員
の
前
で
手
話
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
半
年
間
の
受
講
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

一
人
は
「
手
話
を
学
ぶ
仲
間
が
で
き

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感

慨
深
げ
な
様
子
で
し
た
。

秋田県飲酒運転追放等競争表彰受賞 

横手市が５位にランク
　

平
成
25
年
の
秋
田
県
飲
酒
運
転
追

放
等
競
争
で
、
横
手
市
が
5
位
に
入

り
、
2
月
27
日
、
県
平
鹿
地
域
振
興

局
の
深
井
智
局
長
か
ら
髙
橋
市
長
に

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

 

飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
は
昭
和
54

年
か
ら
始
ま
り
、
市
町
村
ご
と
に
飲

酒
運
転
に
よ
る
違
反
な
ど
を
点
数
化

し
、
免
許
人
口
１
，
０
０
０
人
あ
た

り
の
点
数
を
競
う
も
の
で
す
。

　

横
手
市
は
昨
年
の
21
位
か
ら
大
幅

に
順
位
を
上
げ
て
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。
南
庁
舎
で
行
わ
れ
た
伝
達
式

で
、
市
長
は
「
今
後
も
飲
酒
運
転
撲

滅
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
続
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
さ
ら
に
上

位
を
め
ざ
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

 

1
位
に
は
二
年
連
続
で
八
郎
潟
町

と
大
潟
村
が
、
3
位
に
は
八
峰
町
、
4

位
に
は
湯
沢
市
が
入
り
、
５
位
ま
で

の
市
町
村
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。表彰状を手にする市長と秋田県平鹿地域振

興局・深井局長
受講者のスピーチに講師の高橋さん（右端）
がアドバイスを与えながらの修了式

2

市政の窓行政報告 
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目標を持って世界に羽ばたけ
■第６回横手市民スキー大会（増田）

表彰式の様子（右上）と、恒例となったつきたて餅の振る舞い（右下）

　２月23日、横手市民スキー大会が天下森スキー場で行
われました。開会式で佐々木壽一大会委員長が、国体ス
キー部門で優勝した横手市出身の向川桜子さんの話題に
ふれながら「オリンピックや国体で活躍できるよう頑張
ってください」と選手を激励しました。
　競技には、幼児から一般の部まで164人が参加し、上位
入賞を目指して果敢な滑りを見せてくれました。また、
つきたて餅の振る舞いや宝探しも行われ、参加者は寒さ
を忘れ、冬のひと時を楽しんでいました。

小学校６年女子の部で優勝した
赤川鈴佳さん（大森小）
小学校６年女子の部で優勝した
赤川鈴佳さん（大森小）

　３月１日、女子バスケットボールＷリーグ『ＪＸ-ＥＮ
ＥＯＳ対シャンソン』戦が、増田体育館で行われました。
　会場には多くのファンが訪れ、日本を代表する選手の
好プレーに声援が送られました。試合は、大森町出身の
佐藤清美ヘッドコーチ率いるＪＸが、日本代表メンバー
の渡嘉敷来夢選手や間宮佑圭選手が中心となり得点を重
ね72対56で勝利し、リーグ首位をキープしました。
　試合に先がけ、湯沢翔北高校対秋田県中学校選抜の交
流試合なども行われ、大会に花を添えました。

日本のトッププレーに声援
■第15回Ｗリーグin横手市-増田大会（増田）

ＪＸ-ＥＮＥＯＳ・渡嘉敷選手のジャンプシュート

プロの料理でおもてなし

　２月20日、養護老人ホームひらか荘に県日本調理技
能士会の調理師10人が訪れ、社会貢献活動の一環とし
て、食事会を行いました。料理のテーマは『春の芽吹
き』。初物を使い、春を思わせる緑を基調とした豪華な
料理が並び、利用者は「上品な味」「どれもみんなおい
しい」と、笑顔で本格的な和食を堪能していました。

  ２月22日、平鹿図書館主催の読み聞かせ研修会『絵本
の楽しさ再発見』がＹ2ぷらざで行われました。東北福祉
大学の高梨富佐氏が「人の価値観は多様。良い本を選ぶ
には仲間で話し合い試行錯誤することが大事。子ども
たちに絵本の楽しさを伝えてほしい」と講演。参加者
は今後の活動の参考にと、真剣に耳を傾けていました。

 絵本を読み比べてみよう （平鹿）（横手）

■“スポーツ”ＹＵＫＩＹＯＳＥ世界大会inよこて

豪雪を生かせ！雪よせの腕前競う

選手宣誓をした飯詰さん（左）と「雪よせを楽しみましょう」と挨拶した
佐藤裕之実行委員長（トップスポーツコンソーシアム秋田理事長）（右）

　雪よせを新しい冬のスポーツとして捉えた県内初のイ
ベントが２月23日、横手高校野球場で行われました。
　18組が出場し、各チームの応援団を含めた約200人が
「雪よせはスポーツだ！」と一斉に宣言。横手高校２年の
飯詰智樹さんが「仲間との絆を深め、世界王者を目指し
ます」と選手宣誓を行いました。１チーム約５人がスコ
ップ２本とスノーダンプ１台を使い、２時間の間にどれ
だけ雪よせできるかを競う今大会。選手は雪の重さに苦
戦し、徐々に掘り進む距離に差がつきました。体力勝負
となった後半に、若さを生かし走りながら雪をよせた横
手高校チームが、初代チャンピオンに輝きました。
　ときに厄介な雪をスポーツとして楽しむことで、参加
者が絆を結び、雪の魅力を感じた１日となりました。

大会終了後は参加者全員で、笑顔の記念撮影大会終了後は参加者全員で、笑顔の記念撮影

競技開始の合図で一斉にスタート競技開始の合図で一斉にスタート

留学生チームも奮闘留学生チームも奮闘汗をかきながら熱戦を繰
り広げる

汗をかきながら熱戦を繰
り広げる

人と人のつながりを花で表現し、池坊賞に輝く

｢リズミカルで楽しい雰囲気｡この作品のよう
に自分を支えてくれる人たちに感謝し日々精
進してください」と審査のコメントが添えら
れた溝渕さんの作品（写真提供:池坊華道会)

すみ　かみぞぶち

溝渕 澄香さん
（横手城南高校３年）

　華道を学ぶ幼稚園児から大学生までを対象に作品の写真を募集する『第16回学校
華道インターネット花展』（財団法人池坊華道会主催）の入賞作品が２月13日に発
表され、横手城南高校３年の溝渕澄香さんの作品が『いけばな池坊最優秀賞』に輝
きました。全国865の学校などから5,470点の応募があり、審査委員長の池坊由紀次
期家元らが審査を行った結果、溝渕さんの作品が最高賞に選ばれたものです。
　高校入学時の部活動紹介で「楽しそうな部活だな」と思い華道を始めた溝渕さん
の、受賞作品のテーマは『繋がり合い』。３つの花器を結ぶようにスチールグラス
の細長い線が美しい弧を描き、人と人とがつながることの大切さが表現されていま
す。溝渕さんら華道部を指導する池坊秋田支部の冨樫優月さんから受賞の知らせを
聞いた時は「信じられなかった」とのこと。
「通りを歩いていても、目に入ってくるもの
の色のバランスや周りの空間との調和などを
考えるようになりました」と華道によって感
性が磨かれたと話します。
　４月からは、舞台音響などを学ぶ専門学校
に進学が決まっています。「ロックが大好き
で、好きなミュージシャンのステージで音響
を担当するのが夢」と話す溝渕さん。「大好
きなロックバンドのステージを自分の花でア
レンジすることができたら最高ですね」とい
う溝渕さんが、数万人が集まるロックフェス
ティバルのステージで、作品を披露する日が
来るかもしれません。

つな

  ２月28日、たいゆう保育園の茶室で毎年恒例となっ
ている『卒園記念お茶会』が行われ、年長の園児29人
が、お菓子と抹茶を味わい、礼儀作法を学びました。
　緊張した面持ちながらも「お先します」と隣の園児
にお辞儀をして、抹茶を口にするしぐさからは、卒園
を間近に控えた落ち着きが感じられました。

（大雄）礼儀作法を学ぶ貴重な体験

  ２月27日、よねや商事株式会社の佐々木隆一社長と
妹尾好真副社長が南庁舎を訪れ、市内の小学校の図書
購入費にと50万円を寄付しました。市長は「ご厚意に
感謝します。有効に使わせていただきたい」と感謝の
言葉を伝えました。市では、来年統合を予定している
５つの小学校に図書を購入することにしています。

 読書の環境づくりに善意
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外
国
人
の
方
を
対
象
と
し
た

　
　『
日
本
語
教
室
』受
講
生
募
集

　
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
を
学
ぶ

た
め
の
教
室
で
す
。
市
内
在
住
で
、

４
月
か
ら
半
年
以
上
続
け
て
受
講
で

き
る
外
国
人
の
方
が
対
象
で
す
。
申

し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◆
日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
２Y
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
半
年
間
３
，
０
０
０
円

　

※
教
材
費
別
途

◆
託
児
／
あ
り
※
無
料

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　

☎
３
５
‐
２
１
５
８
　
　

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主

　
　
催
各
種
催
し

【
発
信
力
増
強
の
た
め
に
ワ
ー
ド
プ

レ
ス
速
習
セ
ミ
ナ
ー
】　

　

ワ
ー
ド
プ
レ
ス
は
、
ブ
ロ
グ
形
式

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き
る
ソ

フ
ト
で
す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
や

販
路
開
拓
な
ど
の
た
め
に
発
信
力
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
３
月
23
日（
日
）午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
料
／
無
料

◆
対
象
／
パ
ソ
コ
ン
入
力
の
で
き
る

　

商
業
関
係
者
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　

ブ
ロ
グ
制
作
に
興
味
の
あ
る
方
、

　

求
職
者
な
ど

◆
定
員
／
15
人
※
応
募
者
多
数
の
場

　

合
は
選
考
に
よ
り
決
定

【
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
事
業
成

果
発
表
会
】　

　

事
業
の
成
果
発
表
を
は
じ
め
、
基

調
講
演
や
試
作
品
の
試
食
、
D
V
D

頒
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
26
日（
水
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
２Y
ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
新
規
事
業
の
企
画
、
販
路

　

拡
大
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
に

　

興
味
の
あ
る
方
、
求
職
者
な
ど

《
共
通
事
項
》

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）
☎
３
３
‐
３
８
９
９

　
　
平
成
26
年
度

　
　
国
税
専
門
官
採
用
試
験
　
　

◆
受
験
資
格
／

◎
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◎
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
①
大
学
を
卒
業
し
た
方
お

よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
、
ま
た

は
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

　
４
月
１
日（
火
）〜
２
日（
水
）

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】４
月
１

　

日（
火
）〜
14
日（
月
）

◆
一
次
試
験
日
／
６
月
８
日（
日
）

◆
受
験
案
内
／
横
手
税
務
署
ま
た
は

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

◆
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐１
１
１
１

　
　『
不
動
産
鑑
定
評
価
の
日
』に

　
　
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
価
公
示
・
地
価
調
査
等
の
標
準

価
格
や
、
不
動
産
の
価
格
・
賃
料
な

ど
不
動
産
鑑
定
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
４
日（
金
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
２Y
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
不
動
産
鑑
定
士

　

協
会

　

☎
０
１
８
‐
８
８
４
‐
１
５
０
９

　　
　
平
成
26
年
度
J
I
C
A
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募

集
『
体
験
談
＆
説
明
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

◆
場
所
・
日
時
／
【
秋
田
市
に
ぎ
わ

い
交
流
館
A
U
】４
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

【
湯
沢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

４
月
19
日（
土
）午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

◆
問
合
せ
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
秋
田
デ
ス
ク

　

☎
０
１
８
‐
８
９
３
‐
５
３
１
３

　
　
平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題
・

　
　
詠
進
歌
に
つ
い
て

◆
お
題
／『
本
』
※
読
み
方
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
を
表
す
内
容
で

あ
れ
ば
『
本
』
の
文
字
が
な
い
場

合
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
詠
進
期
限
／
９
月
30
日（
火
）

◆
送
付
先
／
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　

宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に『
詠
進
歌
』

　

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
、

　

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

　

し
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を

　

添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　

kunaicho.go.jp/

）

　
　

　
　
楽
し
い
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
教
室

　
　
参
加
者
募
集

◆
日
時
／
４
月
16
日（
水
）か
ら
毎
週

　

水
曜
日
、午
後
５
時
30
分
〜
６
時

　

30
分

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
参
加
費
／
年
会
費
２
，
０
０
０
円
、

　

参
加
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

◆
対
象
／
小
学
生

◆
定
員
／
先
着
６
人

◆
申
込
み
／
N
P
O
法
人
よ
こ
て
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３
‐
２
１
０
２

　
　
ピ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ

　
　
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

心
に
困
難
を
か
か
え
、
精
神
疾
患

を
持
つ
当
事
者
同
士
が
支
援
し
合
う

活
動
を
『
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
』
と
呼

び
ま
す
。
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
活
動
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
地
元
で
活
動
を
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
26
日（
水
）午
後
１
時

　
〜
４
時

◆
場
所
／
２Y
ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
一
般
の
方
１
，
０
０
０  

　

円
、
賛
助
会
員
と
そ
の
ご
家
族
の

　

方
５
０
０
円

◆
申
込
み
／
N
P
O
法
人
地
域
精
神

　

保
健
福
祉
機
構
・
コ
ン
ボ

　

☎
０
４
７
‐
３
２
０
‐
３
８
７
０

じ
ゅ
こ
う
せ
い
　
ぼ
し
ゅ
う

た
い
し
ょ
う

か
た

が
い
こ
く
じ
ん

き
ょ
う
し
つ

に

ほ

ん

ご

情報～information～

情報情報
informationinformation

募　
集

相　
談

催　
し

催　
し

協会けんぽの介護保険料率が上がります協会けんぽの介護保険料率が上がります
4月納付分から4月納付分から

　協会けんぽは、主に中小企業にお勤めの従業員と
そのご家族が加入する健康保険です。健康保険料率
は前年度同率の 10.02% に据え置きとなりますが、40
歳から64歳までの方に対する介護保険料率は、介護給
付費の増加に伴い、1.72%（25年度1.55%）に引き上げ
られます。（例：税引き前の月収 30万円の方は255円増）
◆問合せ／全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部      
　　　　　☎018-883-1841

ま
な

に
ち
じ
ょ
う
か
い
わ

し

な

い
ざ
い
じ
ゅ
う

き
ょ
う
し
つ

は
ん
と
し
い
じ
ょ
う

が
い
こ
く
じ
ん

じ
ゅ
こ
う

た
い
し
ょ
う

か
た

が
つ

つ
づ

も
うじ

ご
ぜ
ん

き
ん
よ
う
び

ま
い
し
ゅ
う

に

ち

じ

ば
し
ょ

じ
ゅ
こ
う
り
ょ
う

む
り
ょ
う

べ
っ
と

き
ょ
う
ざ
い
ひ

し
ょ
う
ご

え
ん

し
は
ん
と
し
か
ん

も
う
し
こ

た
く
じ

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

そ
う
む
き
か
く
ぶ

し
み
ん
き
ょ
う
ど
う
す
い
し
ん
し
つ

ど
う
さ
ん
か
く

て
い
ど

に

ほ

ん

ご

つ

う

こ

ず
い
じ

募　
集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催　
し

市政情報便市役所からのお知らせ 

■健康保険の手続きはお早めに！
　　　　　　　　　　  　ＨＰページ番号000001279
　入・進学や就職・転職などで健康保険が変更になる
場合は手続きが必要です。変更（異動）日から14日
以内に国保年金課（横手庁舎）または各地域局国保
担当窓口で手続きしてください。
◎社会保険等に加入した方へ
　社会保険等加入後に横手市の国民健康保険証を使
用した場合、市が病院等へ支払った医療費（医療費
総額の７～９割）を返納していただくことになりま
す。社会保険等に加入したときは、国民健康保険の
喪失手続きをし、健康保険証を返還してください。

＊印鑑は世帯主の方の、スタンプ式でないものを持
　参してください。
＊厚生年金や共済年金の加入期間が20年以上（また
　は、40歳以降10年以上）ある60歳～64歳の方が国
　保に加入するときは、退職者医療制度に該当する
　ため、年金証書を持参してください。
※健康保険の加入は、届出が遅れた場合でも異動の
　あった日までさかのぼります。退職等で職場の健
　康保険をやめる場合は、任意継続保険の制度があ
　りますので退職前にご確認ください。

■転入・転出に関する休日窓口を開設します
　　　　　　　　　　  　ＨＰページ番号000013453
  市役所横手庁舎（かまくら館となり）１階窓口で、
３月29日㈯、３月30日㈰、４月５日㈯の午前８時30
分から午後５時15分まで、休日臨時窓口を開設しま
す。転入・転出などの住民異動届の受付、国民年金
の手続き、国保資格取得・喪失の手続き、福祉医療費・
後期高齢者医療の手続きなどができます。
　ただし、関係機関への問い合わせが必要な場合は
当日の手続きができないこともあります。詳しくは
３月１日号の市報、またはホームページで確認して
ください。

【問合せ・申請先】市民生活部国保年金課☎35-2186
　　　　　　　　または各地域局市民福祉課
【年金の問合せ】大曲年金事務所☎0187-63-2295

■会社を退職したときの年金の手続き
　　　　  　ＨＰページ番号000001277､ 000007696
　厚生年金や共済年金に加入していた方で、60歳未
満で退職（失業）した方、または退職した方に扶養
されていた配偶者で60歳未満の方は、国民年金加入
の届出が必要です。
◆届出方法
　年金手帳、印鑑、退職した日付のわかるもの（社
会保険喪失証明書等）、保険料の口座振替を希望され
る場合は預金通帳と預金通帳届出印を持参して届け
出てください。
◎保険料の免除・猶予
　所得が少ないなどの理由により国民年金保険料を
納めることが困難な場合、申請により納付を免除、
または猶予する制度があります。保険料を未納にす
ると、将来年金を受給できなくなることがあります
ので、未納のままにせず、免除・猶予制度をご利用く
ださい。
◆申請方法
　年金手帳と印鑑を持参して申請してください。
◎退職時の特例免除制度
　退職（失業）した方は特例が受けられ、免除が受
けやすくなります。配偶者、世帯主が退職した場合
にも対象となりますので、免除を申請する際に、退
職した方の雇用保険受給資格者証か離職票を持参し
てください。

■平成26年度の国民年金保険料は15,250円
です　　　　   　　　ＨＰページ番号000008935
　平成26年度の国民年金保険料は月額15,250円（年額
183,000円）になります。また、付加年金保険料は月
額400円です。この付加年金は、将来、より多くの年
金を受け取りたいという方を対象とした制度で、200
円に納付月数を乗じた金額が通常の年金額（年額）
に上乗せされます。

■ひとり親家庭児童の福祉医療費助成制度
　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号000001304
　次に該当する方は、医療費の助成を受けられる場
合がありますのでご相談ください。なお、この制度
には県が定める所得制限があります。
＊ひとり親家庭になった時は、親および扶養義務者
　の所得が高く福祉医療に該当しなかったが、現在
　所得が減った方。
＊４月から中学校に入学するひとり親家庭の児童が、
　現在小学生福祉医療の対象になっている（受給者
　証の有効期間が３月31日になっている場合）。
　また、ひとり親家庭の父または母も医療費の助成
　が受けられる場合がありますので、ご相談くださ
　い。

届出が必要なとき

国保から社保に加入

社保から国保に加入

国保の方が他の市町
村へ転出
国保の学生の方が修
学のため転出

届出に必要なもの
国保の保険証、社保の保険証
または資格取得証明書、印鑑

社保の資格喪失証明書、印鑑

国保の保険証、印鑑

国保の保険証、在学証明書、
印鑑

～国保年金課からのお知らせ～
国民健康保険、国民年金等の手続きについて

～国保年金課からのお知らせ～
国民健康保険、国民年金等の手続きについて



　　　 
横手混声合唱団 公開練習
　公開練習を行いますので、お気軽にお立ち寄りくださ
い。団員も募集中です。
●日時／３月25日（火）午後７時～９時 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●曲目／秋田県民歌、啄木短歌集（高田三郎）、雨のち晴
レルヤ他　●問合せ／柴田さん 　32-8037
　　　　
『手作り雑貨マーケット』
　布雑貨やエコクラフトなど手作り品を販売します。午
前11時からはチャリティーフリーマーケットも行います。
●日時／３月30日（日）午前10時～午後３時　●場所／大
曲交流センター（大仙市） ●問合せ／小松さん 　090-
7666-6001
　　
講演会『いのちと原発について考える』
　原発での放射線被ばく労働でわが子を失った、嶋橋美
智子さんの基調講演やパネルディスカッションを行いま
す。もう一度〝いのちと原発〟について考えてみませんか。
●日時／４月４日(金)午後１時30分～４時30分　●場所
／湧太郎『国の誉ホール』（美郷町）　●参加費／無料　●
問合せ／実行委員会 代表 枝川さん 　0187-84-1264
　
南の館 『第114回月例市民将棋大会』
●日時／４月６日(日)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　　　　
『朗読講座』（全６回開催）
　声を出して朗読することで、生き生きとした新たな自
分に出会えます。一緒に楽しく朗読してみませんか。
●日時／４月７日(月)・21日（月）・５月12日（月）・19日（月）・
６月２日（月）・16日（月）、午前10時～正午　●場所／あさ
くら館　●講師／元ＡＢＳ秋田放送アナウンサー・塩田
睦子　●受講料／全６回7,000円、１回のみは1,200円 ●
申込み／塩田さん 　090-7326-4696　　
　　　
『歌の好きな人集まれ』～思いっきり歌声喫茶～
●日時／４月10日(木)午後７時～　●場所／煉瓦屋　●
参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約　●演奏曲
／この広い野原いっぱい他20曲以上　●申込み／ＮＰＯヒ
ューマニティ コミュニケーション（煉瓦屋内） 　33-2811
　　　
『カラーセラピー講座』
　カラーセラピーでもっと自分を好きになりましょう。
●日時／４月12日(土)午後３時～４時30分 ●場所／Ｙ2
ぷらざ３階 ●受講料／2,000円 ●定員／20人 ●申込み
／カラー心理カウンセラー 松村さん 　090-3983-5123
　　
聞こえのシンポジウム『難聴を克服する』
　『難聴を克服する』をテーマにシンポジウムを開催しま
す。人工内耳装用者の体験発表や個別相談も行います。
申し込み不要ですので、お気軽にご来場ください。　
●日時／４月12日(土)午後１時～４時　●場所／にぎわ
い交流館ＡＵ２階 アート工房（秋田市）●参加費／無料
●問合せ／秋田大学病院人工内耳手術者の会『かたらい
の会』 代表 草皆さん 　・　018-852-2047
　　
『トリオ-シズク リサイタル』～10年に一度の演奏会～
●日時／４月19日(土)午後２時開演　●場所／アトリオ
ン音楽ホール（秋田市）　●出演／サクソフォン：成田徹
（横手市出身）・大城正司、ピアノ：成田良子　●演奏曲
／モーツァルト：ディヴェルティメント変ロ長調KV254他
●入場料／一般2,500円、高校生以下1,500円　●チケット
／楽器の店カネキ ●問合せ／成田さん 　32-9227
　　
外国人宣教師による『夕時 市民英会話』
　地域貢献の一環として行っている英会話教室です。
●日時／毎週月曜日、午後５時～６時 ●場所／Ｙ2ぷらざ 
●参加費／無料　●申込み／不要　●問合せ／末日聖徒
イエスキリスト教会 　080-2149-6396
　　

　
横手高校写真部・美術部『卒業記念作品展』
　高校生活３年間の集大成をご覧ください。
●期間／３月15日(土)～22日(土)、午前８時～午後９時
※15日は午前11時より ●場所／イオン横手店（旧横手サ
ティ）　●問合せ／横手高校写真部・美術部 　32-3020
　　
コミュニティーハウス ね・ま～れ『イベント案内』
【佐々木清男・泉川祐子　十文字和紙作品展】
●期間／３月16日（日）～23日（日）、午前10時～午後４時 
※16日は正午から、23日は午後３時まで ●入場料／無料
【十文字和紙体験教室】和紙でバラの花を作りましょう
●日時／３月19日（水）①午前10時30分～正午②午後１時
30分～３時　●参加費／300円
【佐藤道枝　植物画作品展】
●期間／３月26日（水）～31日（月）、午前10時～午後４時
※26日は午前11時～　●入場料／無料
●問合せ／ね・ま～れ（十文字）※火曜日休館 　42-5320 
　　　　
横手山岳協会『第20回山の写真展』
　県内外の山岳風景や高山植物の写真約80点を展示します。
●期間／３月21日(金)～24日(月)、午前９時～午後５時
※24日は午後４時まで　●場所／Ｙ2ぷらざ　●入場料／
無料　●問合せ／横手山岳協会 山崎さん 　53-3131
　　　　　
気功愛好会『みんなの無料気功教室』
　簡単で覚えやすい気功と座禅を通じて、健康な体と集
中力を養ってみませんか。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも参加できます。
【女性センター会場】毎週金曜日開催
●日時／３月21日（金）・28日（金）、午後６時～７時30分
●問合せ／石橋さん 　080-3190-3153（電話受付午後５
時30分以降）
【浅舞公民館会場】毎週土曜日開催
●日時／３月22日（土）・29日（土）、午後２時～４時
●問合せ／気功愛好会 　080-9660-5859
　　
とっぴんぱらりのプー『第138回昔語りの会』
  ほっこり、ぬぐだまる昔語りをどうぞ。
●日時／３月22日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●入場料／無料 ●問合せ／菅原さん 　33-3070
　　
日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／３月23日(日)午前10時～ ●場所／女性センター 
●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、５位まで賞品、
参加賞付） ●問合せ／中田さん 　32-2479　　
　　
増田地域センターミニ企画展『増田高校美術部作品展』
●期間／３月25日(火)～30日（日）、午前９時～午後５時
●場所／増田ふれあいプラザ２階　●入場料／無料　●
問合せ／増田地域センター（同プラザ内） 　45-5556
　

地域からのお知らせ

   
 
　 
　 
　 
　 
　　 　
 
　 
　 
 
　
　 
　 
 
　 

  
　 
 
　 
 
　
　 
 
 　
 
　 
　
 
　
  
　

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　3月19・26日、4月2日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　3月19・26日（水）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　3月24日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　3月18・25日、4月1日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　3月20・27日、4月3日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認ください診療日

横手図書館
　3月19・26日、4月1・2日
増田図書館
　3月17・24・31日、4月1日
平鹿図書館
　3月18・25日、4月1日
雄物川図書館
　3月19・26日、4月1・2日
大森図書館
　3月18・25日、4月1日
十文字図書館
　3月19・26日、4月1・2日
山内図書館
　3月15・16・21～23・29・30日、
　4月5・6日
大雄図書館
　3月16・17・20・21・24・27・31日、
　4月3日
雄物川郷土資料館
　3月17・24・31日

ゆっぷる
　3月19日
ゆとり館
　3月18・25日、4月1日
えがおの丘
　3月17・24・31日
大森健康温泉
　3月17・24・31日
ゆとりおん大雄
　3月19・20日
健康の駅トレーニングセンター
　東部
　　3月19・21・26日、4月2日
　西・南部
　　3月15・16・21～23・29・30日、
　　4月5・6日
子どもと老人のふれあいセンター
　3月17・24・31日
南部シルバーエリア
　3月17・24・31日

献血日程献血日程 受付

月日・地域 実　施　場　所 種類

３月20日(木)
十文字

３月26日(水)
横　手

全血

受付時間

㈲十文字光学
全農秋田県本部県南園芸センター
㈱増田鉄工場

13：30～14：00
15：00～16：00
10：00～10：45

10：00～10：45
12：15～12：45

12：30～13：00
14：00～16：00

まめでらが～ 道の駅十文字
㈱アイ・クリエイト
日貿産業㈱横手工場
秋田ふるさと村

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。



各小学校卒業式　～18日、
　市報3月1日号カレンダーの卒業式日程をご覧ください

秋田県スポーツ交流大会『スマイルボウリング』
　　受付開始8：30～、大森体育館
よこいち。『発酵フェス』　10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ
　急 平鹿総合病院（荻原医師、妹尾医師※１）　32-5124
　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020
　児 平鹿総合病院（伊藤医師）　32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　急 山﨑医院（平鹿）　24-1009

横手市スポーツ賞・横手市体育協会表彰合同授与式　
　　16：30～、浅舞公民館

　急 市立横手病院（熊谷医師）　32-5001
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

山内地域多目的総合施設開所式
　　11：00～、現山内庁舎南側
　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

大沢第二浄水場竣工式　10：00～、大沢第二浄水場（横手）
　心 大森コミュニティセンター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 十文字町幸福会館
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）

休日臨時窓口開設　横手庁舎１階、8：30～17：15　

平鹿産作物消費拡大講演会　
休日臨時窓口開設　横手庁舎１階、8：30～17：15　
　急 市立大森病院　26-2141
　急 こはま泌尿器科クリニック（横手）　35-2666
　児 平鹿総合病院（伊藤医師）　32-5124

　法 相談予約受付開始4月16日分　市くらしの相談課　35-4099

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668

　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

休日臨時窓口開設　横手庁舎１階、8：30～17：15　
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 ※１…３月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行

木 3

月17
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日23

月24

日16

土 5
金 4

木20

水 2
火 1

水19
火18

土15

金28

土29

日30

月31

木27
水26
火25
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 97,141人（-109） ／ 34,481世帯（ -2）
　男　 46,069人（ -48）
　女　 51,072人（ -61）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※２月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月16日（日）「レミーのおいしいレストラン」　 【111分】
３月23日（日）「アイスエイジ２」   　　　　     【91分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

4/

3/

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　『美しく食べること。そ
の素材が身近にある幸せを
ローフードから考える』を
テーマに、㈱ワンダーマー
ト代表取締役・たなかのり
こ氏を講師に迎え、講演会
を開催します。また、平鹿
産作物にこだわった特選弁
当に使用する〝おかず試食
会〟も行いますので、ぜひ
ご来場ください。
◆場　所／浅舞公民館（平鹿生涯学習センター）
◆参加費／無料　　◆定　員／100人
◆申込期限／３月25日（火）
◆問合せ／平鹿地域局 産業建設課 　24-1118
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『平鹿産作物消費拡大講演会』
食べることで体の中が変わる！キレイになる！

■３月30日（日） 11：00～14：00

平成26年度
　　  小・中学校入学式日程

Pick
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ピックアップ

【小学校】
４月８日（火） 
　 9:30～／朝倉 
  10：00～／栄、境町、黒川、
　　　　　 金沢、浅舞、醍醐、雄物川北、
           南（雄物川）、 福地、睦合、山内
４月９日（水）
　10：00～／増田、吉田、大森、十文字第二、
　　　　　 植田、田根森、阿気
  13：30～／横手南、旭、十文字第一
【中学校】
４月８日（火） 
　13：30～／横手清陵学院、平鹿、十文字、
           山内
　14：00～／横手南、横手北、増田、横手明峰
◆問 合 せ／各小中学校

　住民異動届などに関連する、休日臨時窓口
を開設しますので、ご利用ください。詳しく
は市報３月１日号８ページをご覧ください。
◆日時／３月29日（土）・30（日）・４月５日（土）
　　　　８：30～17：15
◆場所／横手庁舎１階　市民課・国保年金課・
　　　　福祉総合の各窓口
◆問合せ／市民課　35-2176、国保年金課　
　　　　　35-2186、子育て支援課　35-2133

「休日臨時窓口」をご利用ください 「休日臨時窓口」をご利用ください Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ
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